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令和５年３月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

令和４年５月13日に発表しました、令和５年３月期（令和４年４月1日から令和５年３月31日）

の通期の業績予想（連結）を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 
 
１．令和５年３月期の（連結）業績予想数値の修正              (単位:百万円） 

 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益

親会社株主に

帰属する  

当期純利益 

1 株当たり

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 306 △ 59 △ 62 △ 14 △ 1 円 65 銭

今回発表予想（Ｂ） 340  1  7  24 △ 1 円 26 銭

増減額（Ｂ－Ａ） 34  60 69 39 ―

増 減 率 （ ％ ） 10.9 － － － ―

（ご参考）前期実績 

令和４年３月期 
362 △ 6 △ 8 △ 53 △ 2 円 06 銭

 

２．修正の理由 

  売上高につきましては、連結子会社の新規不動産管理受託契約が増加したことや、既存の不動

産管理受託契約の減少幅が低下したこと等により、当初の予想を 34 百万円上回る見込みであり

ます。 

利益面につきましては、売上高の増加に加え主に保有不動産の修繕費用の減少等により販売費

及び一般管理費が 25 百万円減少し営業利益は 60 百万円、また、令和４年７月 11 日付で開示し

ております「当社連結子会社における営業外収益の計上に関するお知らせ」の通り、営業外収益

を８百万円計上したことにより経常利益は 69 百万円それぞれ当初の予想を上回る見込みであり

ます。 

特別損益では、連結子会社の営業所移転に伴う固定資産除却損２百万円を計上し、また、法人

税等の見直しにより、親会社株主に帰属する当期純利益は 39 百万円当初の予想を上回る見込み

であります。 

 

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因により予想数値と異なることがあります。 

 

 

以 上 


